






































（2015 年 12 月 22 日受理）
The Religious Activities of Hijiri( 聖 ) and It's Educational Meaning
An GYONGSIK
This paper aims to discuss on educational meaning of religious activities of hijiri(聖 ) in Japanese 
ancient society. Hijiri first appeared in Nara( 奈 良 ) generation, and performed various religious 
activities targetting the grass-roots. They imparted people about knowledge and cultures on Buddhism 
by applying diverse medias, such as Nenbutsu( 念仏 ), Shomyo( 声明 ), Etoki( 絵解き ), folktale. Their 
religious activities contribute to setting Buddhism as living culture in Japan. The appearance of hijiri 
gave birth of ‘individual’ in Japanese history and taught people universal value of human dignity. This 
is very meaningful to Japanese ancient educational history. However, the religious activities of hijiri 
had its limit; that is, it could not completely breakaway from characteristics of shamanism. From now 
on, the study on hijiri has a necessity of being comparatively studied not only in Japan but also in East 
Asia. Through this, Japanese educational history will be root in East Asian educational history, further 
in World educational history.





















































































































年から 985 年の間）には全 34 件の往生事例が積まれ
ている。この資料は書名そのまま極楽往生した人物に
対する伝記である。この中で聖と関わる記録は聖徳太







































陀聖，法華聖（[ 上 -27 話 ]）と呼んだり，法名を付け
て○○聖と呼んだりした（[ 上 -21 話 ]）。また行動特
性によって名づけたり（どこでもひと晩だけ泊まるか
らといって一宿聖（[ 中 -68 話 ]）と呼んだ場合がある），
居住する場所の名前を取ったりした（生きた名前を








含めて（[ 下 -112 話 ]），造仏，造堂，建塔を勧進した











































































































































ここで 7日間説法をしたと記されており（[中 -29話 ]），
渡し場を作ってその渡し場で説法をする時も道俗貴





















































































































































































































































































































































































































































文章道の学生 20 人と比叡山の僧侶 20 人が集まって

























































































































































































2 [ 上 -4 話 ] では“聖人知聖，凡人不知”といって
聖人と凡人を概念的に対立させているし，[ 上 -22
－　79　－




二元論は成り立たない。[ 下 -30] では“内密聖心，
外現凡形”といって，外貌は凡だが聖の心を持っ
ていると述べている。
3 『霊異記』[ 中 -7 話 ] には“時人欽貴，美称菩薩”
という内容が現れる。景戒は彼を化身聖，隠身之
聖として記録している。『霊異記』[ 中 -29 話 ]。
4 『霊異記』[ 下 -19 話 ]。










































20 『霊異記』[ 上 -22 話 ]。
21 『霊異記』[ 上 -33 話 ]。
22 慶滋保胤は寛和 2 年，出家したし，法名は寂心だっ









25 『往生極楽記』[22 話 ]。
26 『往生極楽記』[2 話 ]。
27 『往生極楽記』[18 話 ]，“作阿彌陀倭賛二十余行，
都鄙老少以為口実”。













32 虎関 師錬『元亨釈書』 丁天求 訳註，『원형석서』，
ソウル (서울 )，씨·아이·알，2010，548。
33 梅津次郎外 3 人「絵解きとは何か」，『国文学解釈
と鑑賞』，第 47 巻 11 号，1982.10，14。
34 渡辺昭五「絵解きの語り手と聞き手」，『国文学解
釈と鑑賞』，第 47 巻 11 号，1982.10，99-105。
35 『霊異記』[ 上 -35 話 ]。
36 西尾光一「地獄絵の衝撃」，『国文学解釈と鑑賞』，





39 梅津次郎　外 3 人，前掲文，17。
40 佐藤弘夫，前掲書，吉川弘文館，2010，44-45。
41 山田昭全「仏教と絵解き」，『国文学　解釈と鑑賞』，
第 47 巻 11 号，1982.10, 72。
42 安京植『口碑説話に現われた韓国伝統教育』，ソ
ウル，文音社，1992, 253。






記』[17 話 ] 及び『法華験記』[22 話 ]。
46 『霊異記』[ 下 -19 話 ]。
47 『霊異記』[ 下 -38 話 ]“沙彌者，観音変化，何以故，
未受具戒，名為沙彌，観音亦爾，雖成正覚，饒益
有情故，居因位，来乞者，普門示三十三身也”。
48 『往生極楽記』[2 話 ] の行基伝では行基の教化に
ついて「隨器誘導，改悪趣善」と表現している。
49 『今昔物語集』第 29 巻，第 3[ 内記慶保胤伝出家語 ]。
50 速水　侑『地獄と極楽（『往生要集』と貴族社会）』，
吉川弘文館，1998，103。




53 『続本朝往生伝』[31 話 ] 慶保胤伝及び増田繁夫，「慶
滋保胤伝攷」，『国語国文』第 33 巻第 6 号（昭和 
39 年 6 月），40-56。
54 注 2）と 3）参照。
55 『霊異記』には乞食の姿をした聖がしばしば登場
する。[ 上 -4 話 ]，[ 上 -15 話 ]，[ 上 -19 話 ]，[ 上
-29 話 ]，[ 中 -15 話 ] など。













年 6 月 15 日から平成 28（2016）年 6 月 14 日までの










































































































[ 山内 規嗣 ]
－　82　－
